
 

 

 

 

 

    

「近江の茶」の一番茶シーズンが到来！！ 

 

4 月 19 日、滋賀県内のトップを切って、甲賀市水口町の茶園で、令和 5 年産の

一番茶の摘採がスタートしました。 

 

この茶園は、農事組合法人グリーンティ土山が管理する茶園で、4月 27日に開催

される滋賀県荒茶共同販売会の初市に出荷するため、茶園を黒色の資材で覆い品質

を向上するかぶせ茶栽培が行われていました。今シーズンは晩霜害もなく新芽の生

育は順調で、昨年より 4日早い摘採となりました。 

摘採された新芽約 160kgは、土山町の茶工場に持ち込まれ、新茶らしい爽やかな

香りが豊かな荒茶に加工されました。今シーズン初めての一番茶製造になることか

ら、新茶の加工にあわせて製造研修会が当課の支援のもと行われ、地元土山町茶農

家 10名程度が参加し、今年初の荒茶の出来栄えを確認されました。 

当課は今後も関係機関と連携しながら、良質な一番茶の生産に向けた取組を支援

し、「近江の茶」のブランド力向上につなげて行きます。 
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